
■
発
行
日
／
令
和
３
年
７
月
８
日

　
■
発
行
／
奥
州
市

　
〒
０
２
３
ー
８
５
０
１

　
奥
州
市
水
沢
大
手
町
一
丁
目
一

　
■
電
話
／
０
１
９
７-

24-

２
１
１
１ 

　
■
印
刷
／
川
嶋
印
刷
㈱

Vol.Vol.

183183

広
報
お
う
し
ゅ
う

Vol.Vol.

185185

広報おうしゅう（令和３年７月） 20

◎広告の問い合わせは、㈱東広社（☎ 0197-64-1523）

第
130
回

　
奥
州
湖
か
ら
南
西
約
６
㌔
の
地
点
に
渋
民
沢

Ⅱ
遺
跡
は
位
置
す
る
。

　
こ
の
遺
跡
は
、
近
世
の
鉱
道
跡
、
寺
跡
で
あ

り
、
周
辺
は
金か

ね

山や
ま

沢ざ
わ

と
も
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代

前
半
に
は
、
銀
や
鉛
を
採
掘
し
て
い
た
。
付
近

に
は
千せ

ん

軒げ
ん

原ぱ
ら

と
い
う
地
名
が
残
り
、
鉱
山
で
働

く
人
々
が
暮
ら
す
町
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
近
代
に
は
、
若
柳
鉱
山
と
し
て
鉛
、
亜
鉛
、

硫
化
鉄
鉱
を
採
掘
し
て
い
た
。

　
現
在
で
も
入
口
が
見
え
る
坑
道
跡
が
数
カ
所

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
幅
１
㍍
弱
で
、
ノ

ミ
の
跡
が
残
る
こ
と
か
ら
、
近
世
の
坑
道
跡
と

思
わ
れ
る
。
壁
面
に
は
細
か
な
水
晶
が
つ
い
て

お
り
、
金
属
鉱
石
は
み
ら
れ
な
い
。

　
周
辺
に
は
黄お

う

鉄て
っ

鉱こ
う

や
方ほ

う

鉛え
ん

鉱こ
う

が
散
布
し
て
い

て
、
江
戸
時
代
に
鉱
山
で
働
く
人
々
で
賑に

ぎ

わ
っ

て
い
た
当
時
を
し
の
ば
せ
る
。

※
坑
道
ま
で
の
道
は
、
崩
落
箇
所
や
急
斜
面
が
多

く
危
険
で
す
。
む
や
み
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

渋し
ぶ
た
み
ざ
わ

民
沢
Ⅱに

遺
跡

＝
胆
沢
若
柳
字
渋
民
沢
＝

1（上）黄鉄鉱 （下）方鉛鉱

坑道周辺で見つけた鉱石

2坑道内部：坑道入口から撮

影。天井までの高さは約１・

６㍍。壁面には掘った際の道

具の跡が残る

3坑道入口：坑道の状態は

良い。写っているのは坑道跡

まで案内していただいた村上

修
おさむ

氏
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